第３回北区男女共同参画審議会議事録

日　　時：平成２３年７月２６日（火）午後６時３６分～
場　　所：北とぴあ９階　９０１会議室

１　開　　　会

２　議　　　題

　　（１）アゼリアプラン進捗評価結果（案）について

　　（２）専門部会について

　　（３）その他

３　閉　　　会
出　席　者　　白井会長　　　　宮城副会長　　　山田（昌）委員　奥津委員

　　　　　　　宮澤委員　　　　臼倉委員　　　　山田（三）委員　茂垣委員
　　　　　　　厚美委員　　　　関口委員　　　　高橋委員　　　　上川委員

青木委員　　　　中澤委員

小宮山男女共同参画推進課長

欠　席　者　　我妻委員　　　　小川委員　　　　村野委員　　　　照井委員

谷川委員　　　　内田委員
審議
○白井会長

　　それでは、議題１に入ります。アゼリアプランの進捗評価結果（案）について、説明をお願いいたします。
○小宮山課長

　　（アゼリアプラン進捗評価結果（案）説明。）
○白井会長

　　ただいま、男女共同参画推進課長よりご説明がありました進捗評価結果について、意見を交換したいと思います。その前に、ご質問等ありましたら、いただきたいと思います。いかがでしょうか。

○山田（昌）委員

　数値の混乱が１点で、資料２の最終ページ３の２、審議会等の女性委員の割合、現状値、平成２０年度、２６．９％、２２年度、２５．９０％とありますが、資料３の１０ページの一番上、取組ＮＯ４８の事業ＮＯ１０３は、審議会委員の女性比率、２７．９％となってますが、間違いですか。これは、平成２３年度は２７．９という意味ですか。

○小宮山課長
　　はい、そのとおりです。平成２２年度につきましては、２５．９％でございます。

○山田（昌）委員
　　平成２３年度の４月時点ですね。わかりました。

○青木委員

　　資料２の６ページの重点取り組みで、審議会等への女性の参画推進で、平成２２年度は審議会委員の女性比率２７．９％と、ここにも出てきております。確認をお願いいたします。

○小宮山課長
　　再度、ここは確認をさせていただきたいと思います。

○白井会長

　　ほかにありますでしょうか。

○山田（昌）委員
　　男女共同参画配慮度チェックになじまないという回答について、具体的に教えていただけますか。

○小宮山課長
　　資料４の７ページになります。できなかった理由がそこに書き込まれておりまして、平成２２年度育ち愛ほっと館の職員は、総職員数２１名中、２０名が女性であるため、男性の利用申請者に対して、性別に配慮した態度ができなかったか不明ということです。

○山田（昌）委員
　　不適とか不明という意味を教えてもらいたいのですが。

○小宮山課長
　　うまく対応できたかどうかは不明であるという答えをいただいております。

○白井会長
　　男性の利用申請者はいたのですね。

○山田（昌）委員
　　女性であるから配慮した内容ができたか不明という、なんで女性であると対応ができたかどうか不明か、その理由を教えて欲しい。

○白井会長
　　職員が配慮したかどうかなんですよね。

○山田（昌）委員
　　何故女性が職員だと、性別に配慮した対応ができたかどうか不明と考えたのでしょうか。

○小宮山課長
　　ここの職場は女性職員だけですので、男性の利用者さんが性に起因するところの問題や安全健康面に対する配慮が必要であった場合、対応がうまくできたかどうかは不明であるということだと思います。

○山田（昌）委員
　　わかりづらいですね。
○白井会長
　　その評価というのは、結果的にどうだったかということは別にして、その職員が男性に対して配慮したかどうかということではないでしょうか。

○宮城副会長

　　ただ、チェック項目の文章自体が、事業実施段階のチェックなので、サービス対象者と実施者の性別の配慮というふうに読めてしまいますね。ですから、きっと実施した方としては、同性が対応できなかったからわからないという、回答になってしまったと思います。

○山田（昌）委員
　　暴力相談とか健康相談については分かりますが、それと関係ないものに関しては、別に性別に配慮はなくて良いのではないでしょうか。
○白井会長
　　ほかには、いかがでしょうか。

○宮城副会長

　　今のところは、事業確保というとどれくらいでしょうか。理由はここにも書かれていますが。
○小宮山課長
　　５７番だと思います。子ども家庭在宅サービス事業のところに当たります。
○小宮山課長
　事業番号５７番は、課題２の子育てや介護を安心して行うための環境整備の、取り組み２６、子育て家庭への支援というところになります。

○宮城副会長
　男性が多いですね。男性８５名、女性６１名ですね。

○山田（昌）委員
　ショートステイですが、育ち愛ほっと館ではなくて。５６ですね。
○厚美委員

　５６ですよ。児童館ですから。

○宮城副会長
　５６は、配慮度調査はやっておりませんね。

○白井会長
　やっていないですよね。

○小宮山課長
　５７番でショートステイ、トワイライトステイなど、育ち愛ほっと館ご申請等に来ますので、そのことを想定していると思います。

○厚美委員

　でも、女性が男性のお話を聞いても、それは別にいいということですし、男性側の事情をよく配慮できれば、できたことになるということではないかと思います。

○山田（昌）委員
　男女区別なく取り扱いましたと言えば、それでいいと思います。

○白井会長
　　そうすると女性が多いということが、この目的を十分達せないことになりますよね、だから、いらした方が男性、女性であろうと、対等な立場でということではないかと思いますが。

○宮城副会長
　　女性の相談員が多いので、男性のニーズを拾えたかどうか自信がないということはあるのかもしれません。その後、どういう対応が望ましいのかというのは、これから考えていかなければならないと思います。
○白井会長
　　男性であろうと、女性であろうと、ともに参加していただくよう対応をしていただかないと、解消されないことになりますね。

○小宮山課長
　　今回、この事業に関しては、ヒアリングで確認をしなかったので、押さえてなかった部分ではございます。
○中澤委員

　　審議会の事務局の立場として申し上げると、もう少し最終的なまとめに関しては、精査をして同じような考え方で各課が自己評価をしたか、あるいは客観的な評価ができるものについては、正確な資料を出すように準備は進めさせていただきたいと思います。

○白井会長
　　これを機会に、より担当者、職員等、自分たちがみずからどうすればいいのかということを検討していただければと思います。

　　ほかに、何かありますでしょうか。

○青木委員

　今回の進捗チェックリストを１９課１３１事業を設定されたということですが、この１９課に絞った理由をお願いいたします。

○小宮山課長
　　お手元にありますアゼリアプランの中で、こちらに課題ごとに事業を進めることによって、達成できる事業をここで選ばせていただいております。その中で、特に関係してくる課ということで、１９課を対象としております。

○青木委員

　　はい、わかりました。

○白井会長
　　よろしいでしょうか。

　　ほかにありますでしょうか。

○山田（昌）委員
　　意見でよろしいですか。

○白井会長
　　山田先生。よろしいですか。

○小宮山課長
　　会長、先ほどの審議会の数値ですけれども、正確な数値としまして、平成２２年度が２５．９％、そして平成２３年度が、２７．９％でございます。訂正のほうをよろしくお願いいたします。

○山田（昌）委員
　　評価書をつくって、評価をやっていただいたということで、随分見やすくなったと思いますし、さらに配慮度チェックなどをしたということ自体が、行政への働きかけになると思いますので、大変よかったと思います。ざっと見て、問題が浮かび上がってくるというところが、幾つか見えましたので、それを今後どうしていくかということについて、配慮していただいたらと思います。

　　例えば、資料４の２ページの下から３分の１ぐらいのところに、教育指導課、保護者、児童・生徒から教育相談を受ける場合は、男性の教育相談員と女性の臨床心理士のペアで担当するように配慮するという部分、これは教育相談員は男であって、臨床心理士が女性であるというのを前提にしていますので、逆に偏見があるということが浮き上がってしまうと思いました。

　　それがもう２点あって、４ページの上の防災のところですが、体力と熟練を要する、事実上、男性区民、少し表現としてはいかがかなと思いました。

　　あと、８ページの８の一番上です。行事において子どもたちに性別の応じた役割を与えたりと、これは見直す必要があると思います。クッキング保育を女児中心に展開する、それは逆に男の子が料理をする権利を奪っているわけですから、保育士の意識について疑問をもってしまいますので、後で注意、チェックをお願い申し上げます。

○白井会長
　　よろしいでしょうか。

　　ほかに何かありましたら、いかがでしょうか。

○厚美委員

　　山田先生とし少し近いような感じではあるのですが、２ページ目のところで、保育課の保育園に男性職員を増やしていますということなので、もちろん女性職員が多いですから、男性職員の保育士さんがふえていくというのはいいことだとは思いますが性別役割とかについて初任教育等のときに、何か取り組んでいただけるといいかと思います。

○白井会長
　　ほかにはいかがでしょうか。

　　もし、意見がないようでしたら、議題３に入りますが、どうでしょうか。

　　それで、審議会が最終的なチェックをすることになりますが、その前に、部会を設けて、より意見交換をしたいと思いますけれども、いかがでしょうか。議題について全部、その他ということで。

○白井会長
　　山田先生からその他に関して、お願いします。

○山田（昌）委員
　　私、国の委員もしていますので、今度、震災対応防災に当たって要望書を出すことになっています。その中で、もちろん震災対応のときに女性に配慮するというのと同時に、防災会議とかに女性がほとんどいない。震災か何か災害が起きてから女性を登用するとかではなく、ふだんから防災体制に対して、女性も委員会や審議会に参加すべきだという要望もすることになっています。北区においては、防災会議とかに関しての男女比率というのは、今わかりますか。

○中澤委員

　　正確な数字は、改めて事務局からさせていただきたいと思いますが、北区の防災会議という審議会、附属機関に女性のメンバーが何人いたかといいます。自分の記憶では２人かと思います。三十何人いるうちの２人だと思います。これは、防災会議のメンバーが、何々の長になっていて、特に防災機関ですと、消防・警察、自衛隊や上下水道、鉄道といったところがあり、そのトップは、非常に女性の割合が低い。そして、そのポストを防災会議のメンバーにするという仕組みになっているために、そうなってしまうというのは現状です。

○山田（昌）委員
　　わかりました。国の会議でも２５人中、１人ですし、今１０都県でゼロだそうです。複数いるというところは、すごく進んでいるは思いますが、さらに一層の配慮をお願いいたします。

○中澤委員

　　それと、防災に関するあり方の検討会というものを８月の上旬からスタートさせることになっていまして、メンバーは１４人程度にしておりまして、その半数は女性にするということで委員の選定の詰めをやっているところでございます。それは委員のおっしゃるとおり、難しいところではあります。

○白井会長
　　先ほど、結果の案に対して皆様からいろいろ意見をいただいたのを、この後に議案としてご案内いたします専門部会において、男女共同参画課長と調整していただいて、最終案を作成していただくことになります。それでよろしいでしょうか。

○厚美委員

　　進捗評価書の案であるとか、その内容についてこれから専門部会に分かれて議論をして、それを踏まえた上で、これができるということですね。

○白井会長
　　はい、そうです。

○厚美委員

　　はい、わかりました。

○白井会長
　　これから専門部会を開いた上で、より詳細に意見交換をするということで、そのメンバー等、専門部会の必要性について、事務局から説明をお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。

○小宮山課長

　　専門部会について説明。
　　

○白井会長
　　ただいまの事務局からの報告について、何かご質問等はありますでしょうか。

○宮城副会長

　　今、部会長という話も案がありますので、念のために確認させていただきますが、この資料２として配付されている進捗評価書（案）を主に検討するという役目だと理解してよろしいですよね。

○小宮山課長

　　はい、そうです。

○宮城副会長

　　事実関係を述べているところは、これにさらに加筆することがあるかどうかという確認がメーンになると思いまが、目標別総評の部分は、基本的には審議会の意見としてまとめてよろしいわけですよね。

○小宮山課長

　　はい、そうです。

○宮城副会長
　　ここの皆さんのご意見、これはあくまで事務局がこのデータを整理したレベルでの案と考えて、場合によっては書きかえることがあってもよろしいと理解していいでしょうか。特に総評の部分。

○小宮山課長

　　ご審議いただいて、細かい目標別のデータ等もご紹介しながら、そこは総評ということでご意見いただければと思っております。

○宮城副会長
　　一つ確認ですが、最終的な報告書のイメージが、委員の皆様に共有されているほうがいいと思います。今お話を伺っていると、最終的にお考えの案も事務局はおありのようなので、例えば、今日出されたこの資料のこれとこれとは、報告書に必ず載りますというようなご説明をしていただけますでしょうか。

○小宮山課長

　　事務局のイメージの報告書といたしましては、まず、どのような手順で進めたかということで、手順書の内容を整理したもの、それから、本日出させていただきました資料の２から４までということを考えております。資料２の目標別課題別の総評の入ったもの、その後、取り組み別の実績のまとめたもの、そして、配慮度チェックのものをお出ししたいと考えております。

○白井会長
　　よろしいでしょうか。

○宮城副会長
　　はい、わかりました。

○白井会長
　　それでは、事務局から今後の流れについて、大体１０月下旬ごろまでにということですけど、第４回の審議会の開催について、本日決まりますでしょうか。部会の調整等もありますので。

○小宮山課長

　　はい。では、１０月２５日、火曜日、午後６時半から、場所男女共同参画センター、「スペースゆう」の５階、ＡＢの会議室で開催させていただきたいと存じます。

○白井会長
　　１０月２５日の時間について、いかがでしょうか。それから、事務局の説明がありましたように、部会長を含め部会員の割り振りは、それでよろしいでしょうか。

（はい）

○白井会長
　　よろしければ、その他について、何かありますでしょうか。

○青木委員

　　こちらのアゼリアプランの第４次の行動計画のほうの３３ページのところに、男女共同参画センターの「スペースゆう」の人気度ということで、書いてあるのですけれども、区民の方の７９．３％が、この施設のことを知らないというふうに答えていらっしゃるんですね。
それで、北区のホームページを開きまして、男女共同参画というところに行き当たるのには、「開かれた区政」というのを開かないと、男女共同参画にたどり着かないです。一般の主婦、女性が、なかなか開けないところに、この男女共同参画が入っています。
ただ、ほかの区のホームページも確認をしますと、ホームぺージの一番最初のところに、人権、男女平等というふうに入っているところが多いのです。
区として、ホームページの中で男女共同参画、また女性の相談とか、分かりやすくたどり着けるような構成にして欲しいと思っております。

○白井会長
　　事務局のほうも、その点ご検討いただきたいと思います。

　　その他のところで意見等ありますでしょうか。

○小宮山課長

　　（男女共同参画推進課、センターの平成２３年度の取り組みについて報告。）
○白井会長
　　ほかに何かありますでしょうか。

　　もしなければ、これをもちまして、第３回北区男女共同参画審議会は終了いたします。どうもありがとうございました。
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